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電
力
中
央
研
究
所
は
電
力

の
安
定
供
給
や
脱
炭
素
化
な

ど
、
電
気
事
業
や
社
会
の
動

向
を
踏
ま
え
、
そ
の
課
題
解

決
に
向
け
た
研
究
開
発
を
着

実
に
推
進
。
平
岩
芳
朗
理
事

長
は
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

の
進
展
に
伴
う
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
（
Ｄ
Ｃ
）
の
新
設
な
ど

に
よ
り
、
将
来
的
に
電
力
需

要
が
増
加
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
中
、
電
力
の
安
定
供

給
に
は
「
Ｄ
Ｃ
事
業
者
な
ど

の
大
規
模
需
要
家
と
系
統
運

用
者
が
双
方
の
安
定
運
用
の

た
め
、
理
解
を
深
め
、
連
携

し
て
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
の
考
え
を
示
す
。

大
規
模
需
要
へ
の
対
応

系
統
の
安
定
確
保

運
用
者
と
連
携
を

―
―
２
０
２
５
年
を
振
り
返
っ

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
に
対
す
る

認
識
を
。

「
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
で
は
、
Ｄ
Ｘ
と
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー

ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
の
進
展
に
よ
る
Ｄ
Ｃ
や
半
導

体
工
場
の
新
設
な
ど
に
伴
う
電
力

需
要
の
増
大
が
想
定
さ
れ
る
中
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
や
安
定
供

給
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
経
済
安

全
保
障
面
か
ら
自
給
率
を
高
め
る

点
か
ら
も
、
原
子
力
な
ど
脱
炭
素

電
源
を
最
大
限
活
用
す
る
国
の
方

針
が
示
さ
れ
た
」

「
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
Ａ

Ｉ
の
開
発
競
争
と
技
術
進
歩
、
そ

の
活
用
が
加
速
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
Ｄ
Ｃ
が
電
力
の

大
規
模
需
要
と
し
て
急
増
し
、
供

給
力
確
保
や
早
期
系
統
ア
ク
セ

ス
、
電
気
料
金
へ
の
影
響
な
ど
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
」

―
―
大
規
模
需
要
へ
の
対
応
で

必
要
な
こ
と
は
。

「
太
陽
光
発
電
な
ど
イ
ン
バ
ー

タ
ー
・
非
同
期
電
源
が
大
量
連
系

さ
れ
、
調
整
力
や
慣
性
力
な
ど
の

機
能
を
有
す
る
同
期
電
源
の
連
系

が
減
少
し
、
電
力
シ
ス
テ
ム
が
安

定
運
用
面
で
質
的
に
変
化
し
て
い

る
中
で
、
周
波
数
や
電
圧
な
ど
の

系
統
擾
乱
発
生
時
の
大
規
模
需
要

の
挙
動
は
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
」「

大
規
模
需
要
の
フ
レ
キ
シ
ビ

リ
テ
ィ
ー
の
活
用
も
期
待
さ
れ
て

お
り
、
大
規
模
需
要
と
電
力
シ
ス

テ
ム
の
双
方
が
安
定
性
を
維
持
で

き
る
よ
う
、
Ｄ
Ｃ
事
業
者
な
ど
の

大
規
模
需
要
家
と
系
統
運
用
者
が

相
互
の
理
解
を
深
め
、
連
携
し
て

対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
当

所
は
ハ
イ
パ
ー
ス
ケ
ー
ラ
ー
の
Ｄ

Ｃ
も
普
及
拡
大
す
る
海
外
事
例
の

調
査
な
ど
も
進
め
て
お
り
、
我
が

国
で
求
め
ら
れ
る
連
携
の
姿
の
議

論
に
お
い
て
貢
献
で
き
る
よ
う
準

備
し
て
い
く
」

―
―

年
４
月
の
イ
ベ
リ
ア
半

島
大
規
模
停
電
か
ら
我
が
国
が
学

ぶ
べ
き
こ
と
は
。

「
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
大
規
模
停

電
で
は
、
我
が
国
と
同
様
に
太
陽

光
発
電
な
ど
イ
ン
バ
ー
タ
ー
・
非

同
期
電
源
が
大
量
連
系
さ
れ
る

中
、
有
効
電
力
の
需
給
面
で
は
な

く
、
無
効
電
力
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

に
よ
る
系
統
電
圧
上
昇
と
、
こ
れ

に
よ
る
連
鎖
的
な
電
源
な
ど
の
停

止
が
停
電
の
要
因
と
さ
れ
た
。
発

電
と
需
要
、
送
配
電
の
各
リ
ソ
ー

ス
が
電
気
物
理
の
法
則
の
下
で
一

体
と
な
っ
て
挙
動
す
る
生
身
の
電

力
シ
ス
テ
ム
で
は
、
適
正
な
周
波

数
と
電
圧
の
維
持
が
不
可
欠
で
あ

り
、
系
統
の
安
定
性
確
保
に
向
け

た
技
術
的
対
策
の
検
討
が
重
要

だ
」―

―
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
検

証
を
踏
ま
え
た
制
度
設
計
の
議
論

に
つ
い
て
。

「
安
定
的
な
価
格
で
電
力
の
安

定
供
給
と
脱
炭
素
化
を
実
現
す
べ

く
、
新
た
な
制
度
や
市
場
の
検
討

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
必
要
な
電

源
と
送
配
電
へ
の
投
資
が
円
滑
に

進
む
よ
う
、
事
業
の
予
見
性
な
ど

を
高
め
る
仕
組
み
が
必
要
。
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
面
の
検
討
は
進
ん
で
い

る
が
、
借
り
た
資
金
は
返
済
し
な

い
と
い
け
な
い
。
将
来
の
情
勢
変

化
へ
の
対
応
も
含
め
、
遅
滞
な
く

投
資
回
収
で
き
る
予
見
性
や
債
務

償
還
能
力
を
高
め
る
仕
組
み
が
求

め
ら
れ
る
。
導
入
後
に
有
効
性
の

検
証
と
必
要
な
見
直
し
を
図
る
こ

と
も
肝
要
と
な
る
」

―
―

年

月
に
発
足
し
た
高

市
政
権
へ
の
期
待
は
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
国
家
安

全
保
障
の
中
核
に
位
置
付
け
、
原

子
力
発
電
の
活
用
拡
大
、
国
内
技

術
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
網

の
多
様
性
確
保
を
図
る
方
針
を
示

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
長
期
的
な

安
定
供
給
確
保
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

自
給
率
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ

り
、
国
益
の
観
点
か
ら
も
評
価
で

き
る
。
当
所
と
し
て
も
こ
れ
ら
に

資
す
る
研
究
を
着
実
に
進
め
て
い

く
」―

―
原
子
力
発
電
の
継
続
利
用

に
資
す
る
研
究
の
状
況
に
つ
い

て
。「

軽
水
炉
の
高
経
年
化
対
策
と

し
て
、
原
子
炉
圧
力
容
器
や
炉
内

構
造
物
の
経
年
劣
化
事
象
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
解
明
と
劣
化
評
価
技
術
の

開
発
を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
走
査
透
過
電
子
顕
微
鏡
を
用

い
た
短
時
間
で
高
精
度
に
極
微
細

な
現
象
を
分
析
で
き
る
当
所
開
発

手
法
を
活
用
し
、
中
性
子
照
射
に

よ
る
脆
化
要
因
の
解
明
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
後
、
こ
れ
ま
で
蓄

積
し
た
ミ
ク
ロ
組
織
に
関
す
る
分

析
デ
ー
タ
を
基
に

〜

年
先
を

見
据
え
た
新
し
い
脆
化
評
価
式
の

基
盤
構
築
に
取
り
組
む
」

「
放
射
性
廃
棄
物
処
分
に
関
す

る
研
究
と
し
て
、
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
処
分
に
お
け
る
長
期
の

人
工
バ
リ
ア
性
能
の
評
価
な
ど
の

信
頼
性
向
上
を
図
る
た
め
、
『
遠

心
力
載
荷
岩
盤
模
型
実
験
装
置
』

を
用
い
た
時
間
加
速
実
験
な
ど
を

行
っ
て
い
る
」

―
―
次
世
代
革
新
炉
に
関
す
る

研
究
事
例
は
。

「
『
パ
ッ
シ
ブ
安
全
系
』
を
採

用
す
る
革
新
軽
水
炉
に
対
し
て
、

規
制
要
求
や
国
際
標
準
な
ど
の
要

件
へ
の
適
合
を
示
す
上
で
必
要
な

解
析
基
盤
と
な
る
標
準
モ
デ
ル
と

安
全
評
価
手
法
を
当
所
独
自
に
構

築
し
て
い
る
。
ま
た
、
革
新
軽
水

炉
導
入
へ
の
規
制
対
応
の
予
見
性

向
上
や
審
査
効
率
化
な
ど
を
目
的

に
、
欧
米
に
お
け
る
審
査
で
の
論

点
の
抽
出
や
安
全
評
価
手
法
の
高

度
化
に
関
す
る
動
向
や
良
好
事
例

な
ど
を
調
査
し
て
い
る
」

―
―
再
エ
ネ
関
連
の
研
究
状
況

は
。「

超
臨
界
状
態
の
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
�
）
を
用
い
た
新
し
い
地

熱
発
電
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
従
来
の
水
を
媒
体

と
し
た
方
法
に
比
べ
密
度
が
高

く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
取

り
出
せ
る
た
め
、
発
電
設
備
の
コ

ン
パ
ク
ト
化
が
期
待
で
き
る
。
模

擬
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
室
内
実
験
で

効
率
的
に
発
電
で
き
る
温
度
や
圧

力
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
当
所
の

熱
効
率
解
析
ソ
フ
ト
や
坑
井
内
熱

流
動
解
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
た

発
電
サ
イ
ク
ル
解
析
で
、
実
際
の

発
電
出
力
を
予
測
す
る
手
法
を
確

立
し
て
い
る
」

「
洋
上
風
力
発
電
に
関
わ
る
研

究
と
し
て
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

に
よ
る
合
意
形
成
促
進
や
、
漁
業

者
や
地
域
と
の
調
整
円
滑
化
に
資

す
る
、
生
物
の
効
率
的
な
調
査
解

析
技
術
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

設
備
近
傍
で
の
鳥
類
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
や
衝
突
検
知
、
海
中
の
風
車
塔

体
が
も
た
ら
す
漁
礁
効
果
、
振
動

音
に
よ
る
魚
種
分
布
の
変
化
な

ど
、
必
要
な
デ
ー
タ
を
効
率
的
に

取
得
で
き
る
測
定
・
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
技
術
を
開
発
し
て
い
る
」

「
風
車
の
大
型
化
に
伴
う
ブ
レ

ー
ド
周
速
の
増
加
に
よ
り
、
雨
滴

衝
突
に
よ
る
ブ
レ
ー
ド
損
傷
の
深

刻
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
当
所

は
、
こ
れ
ま
で
に
雨
滴
衝
突
に
よ

り
ブ
レ
ー
ド
表
面
に
形
成
さ
れ
る

液
膜
の
厚
さ
や
流
れ
を
数
値
解
析

す
る
手
法
な
ど
を
開
発
し
て
お

り
、
今
後
、
雨
滴
衝
突
に
よ
る
損

傷
の
進
行
予
測
手
法
を
開
発
し
、

リ
ス
ク
の
評
価
や
低
減
対
策
の
構

築
、
適
正
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
ブ

レ
ー
ド
補
修
基
準
の
策
定
に
適
用

し
て
い
く
」

―
―
将
来
を
見
据
え
て
研
究
を

推
進
し
て
い
く
上
で
の
取
り
組
み

は
。「

当
所
で
は
、
中
期
経
営
計
画

で
掲
げ
た
『
７
つ
の
目
標
』
達
成

の
た
め
、
各
研
究
テ
ー
マ
に
お
い

て
、

年
に
お
け
る
目
標
と
実
現

に
向
け
た
戦
略
・
プ
ロ
セ
ス
と
し

て
、マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
を
設
定
し
、

社
会
実
装
に
必
要
な
取
り
組
み
も

含
め
、
具
体
化
・
可
視
化
す
る

『
研
究
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
を

策
定
し
て
い
る
。
不
確
実
性
の
高

い
将
来
に
備
え
、
複
数
シ
ナ
リ
オ

を
踏
ま
え
た
長
期
的
視
点
で
の
研

究
推
進
の
指
針
と
し
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
を
回
し
継
続
的
に
ロ
ー
リ
ン
グ

し
な
が
ら
活
用
し
て
い
く
。
可
視

化
に
よ
り
関
係
者
と
の
意
思
疎
通

が
円
滑
化
し
、
新
た
な
気
付
き
や

研
究
の
発
案
、
連
携
体
制
の
構
築

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上

原
子
力
と
再
エ
ネ

長
期
視
点
で
研
究

―
―
そ
の
他
、
注
力
し
て
い
く

取
り
組
み
は
。

「
国
際
的
な
視
点
で
の
活
動
と

し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
わ
る
国

際
規
格
・
基
準
の
策
定
や
標
準
化

活
動
に
学
術
研
究
機
関
と
し
て
積

極
的
に
参
画
し
、
議
論
な
ど
の
場

で
中
核
的
役
割
を
果
た
し
、
国
益

に
も
つ
な
が
る
合
意
形
成
を
主
導

し
て
い
く
。
ま
た
、
当
所
の
学
術

的
・
国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
一

層
強
化
す
べ
く
、
成
果
を
英
文
学

術
論
文
と
し
て
執
筆
し
、
ト
ッ
プ

ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
積
極
的
に
投
稿
し

て
い
く
」

「
次
世
代
層
へ
の
教
育
・
広
報

活
動
に
も
注
力
す
る
。
大
阪
・
関

西
万
博
で
は
、
電
力
館
の
屋
外
ス

テ
ー
ジ
で
電
力
供
給
の
仕
組
み
や

同
時
同
量
の
必
要
性
を
解
説
す
る

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
催
し
た
。

今
後
も
研
究
所
公
開
で
の
子
ど
も

向
け
企
画
の
開
催
や
小
中
学
生
な

ど
の
見
学
受
け
入
れ
に
よ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
当
所
の
研
究
活
動
へ

の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
頂
く
活

動
を
継
続
す
る
」

―
―

月
に
は
創
設

周
年
を

迎
え
る
。

「
当
所
は
創
設
以
来
、
我
が
国

の
経
済
社
会
の
発
展
を
支
え
る
電

気
事
業
に
科
学
技
術
研
究
を
通
じ

て
貢
献
し
て
き
た
。
課
題
解
決
へ

の
強
い
使
命
感
の
下
、
日
夜
研
究

開
発
に
尽
力
し
た
先
人
に
よ
り
培

わ
れ
た
知
見
や
技
術
が
今
に
継
承

さ
れ
て
い
る
。
創
設
者
の
松
永
安

左
エ
門
が
『
科
学
の
進
歩
は
累
積

と
推
理
に
由
（
よ
）
り
、
無
限
の

発
達
を
遂
げ
る
性
質
の
も
の
』
と

し
た
通
り
当
所
が
果
た
す
べ
き
使

命
に
終
わ
り
は
な
い
。
新
た
な
研

究
に
も
果
敢
に
挑
み
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
未
来
を
切
り
拓
く
研
究
成
果

を
創
出
し
続
け
、
伝
統
あ
る
研
究

機
関
と
し
て
新
た
な
歴
史
を
築
い

て
い
く
」

時間加速実験に用いる「遠心力載荷岩盤模型実験装置｣｡

高レベル放射性廃棄物地層処分施設の数十年から数百年

相当の挙動を数カ月で把握できる

大
阪
・
関
西
万
博
で
電
力
供
給
の

仕
組
み
を
解
説
し
た
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー

安定供給へ貢献果敢に挑戦

対
外
活
動
、幅
広
く

論
文
を
積
極
投
稿

次
世
代
層
教
育
も

電力中央研究所
理事長

平岩 芳朗氏


